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1. はじめに 

 子どもの素朴な質問にきちんと答えること

は、簡単ではない。例えば「空はどこまでい

けるのか？」といった問いに対して、きちん

と答えられる人はどれだけいるだろうか。大

人相手なら「観測されている空間の曲率を考

えれば、無限の彼方まで宇宙は続いていると

考えられていて…」というもっともらしい説

明の仕方がありうるだろう。ほとんどの大人

は、よくは理解していなくとも、「なるほど」

としたり顔をしてくれる（だから、大人なの

だろう）。教える側も、なんとなく教えたよう

な気になる。しかし、子どもはそうはいかな

い。「なにを言ってるのか、ぜんぜんわからな

い」と言ってくれる。そこで、私たちは彼ら

に通じる言葉を探し、表現を工夫して、彼ら

にとって意味を持つ文章にする努力をしなく

てはならない。大人に比べれば圧倒的に少な

い人生経験の中で、彼らがどんな世界観を構

築してきたのか、それを推し量りながら意思

疎通の可能性を探るのである。 

 相手の立場に立って自分が伝えたい世界観

がどう見えるかを想像する事は、子ども、大

人に関わらず、他者とのコミュニケーション

を成立させるための大前提であろう。この力

を訓練される場は、大人になってみると意外

と少ない。子どもとの対話は、そのための大

事な訓練の場であると私たちは感じる。この

ような場は積極的に作り出し、自らの糧とす

べきではないだろうか。 

 これは、親あるいは教育者として子どもと

接することを言っているのではない。子ども

を啓蒙し、大人としての訓練を積ませること

を目的に接するやり方と、子どもの視点を借

りて、自らの思考の枠組みの限界を知り、新

たな気づきや学びを生み出すことを目的に接

するやり方は、ベクトルの異なるものであろ

う。前者に社会的な価値があることは多くが

認めることと思うが、後者については最近に

なって注目を浴びてきた考え方であろう。 

 子どもを対象とした天文学の教育・普及活

動は、全国で行われているさまざまな種類の

“科学コミュニケーション”活動の中でも、

もっとも盛んな活動であろう。名古屋市科学

館（愛知県名古屋市）の「サイエンスクラブ」

や、かわさき宙と緑の科学館（神奈川県川崎

市）の「子どもプラネタリウム番組制作教室」、

芸西天文学習館（高知県芸西村）の「高知こ

どもアストロクラブ」など、科学館やプラネ

タリウム、公開天文台が主催する子ども向け

の活動は少なくない。宇宙少年団（YAC）[1]

のように全国的に組織され、各地域において

有志によって運営されている活動がある一方

で、最近では三鷹市立第一小学校（東京都三

鷹市）や松阪市立第五小学校（三重県松阪市）

での取り組み事例のように、学校を舞台とし

た活動も聞かれるようになってきた。 

 これらの活動の中には、啓蒙的な視点だけ

でなく、双方向的な視点から組み立てられて

いる、あるいは自ずとそのようなやり方にな

っている活動も少なからず存在するのではな

いだろうか。本稿では、そういった活動のひ

とつとして天文学普及プロジェクト「天プラ」

[2]が主催している三鷹アストロクラブ（以下、

アストロクラブ）を取り上げ、そこで起きて

いることを当事者の視点から報告したい。 
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図 1 アストロクラブの設定領域 

天プラの掲げるもっともマクロな課題設定である知の循環図（[3]、図 4 より引用、改編）。破線

で囲まれた範囲が、アストロクラブの活動の領域である。 

 

2. 活動の概要 

2.1 課題設定 

 図 1 は、天プラのもっともマクロな課題設

定である「知の循環」の概念を示した図であ

る（詳細は[3]を参照）。アストロクラブは、

天プラが掲げる中課題設定のうち、主に「知

の体系への接続」に分類される活動である。

その中でも、特に「置くアプローチ」という

小課題設定に軸足を置いて設計され、実施さ

れたのがアストロクラブの活動である。天文

学に少し関心を持ち始めた小学生を主な対象

とした活動で、構造化された専門知を啓蒙

的・対話的な場を通じて提供し、人々の日常

空間の中に根付かせていく機能を担っている。

逆に、アストロクラブの場に参加している

人々の対話の中から、専門分野の構造化にフ

ィードバックする機能も担っている。以下で

は、アストロクラブの概要を紹介する。 

 

2.2 立ち上げまでの経緯 

 アストロクラブは、2006 年にスタートした

活動である。天プラ自体は 2003 年に活動を

開始しているが、2006 年当時は活動のあり方

を模索し、それまでの活動を規定していた「天

文学専攻の大学院生とプラネタリウムなどが

協力して新しい活動を展開する」という枠組

みを組み替えようとしていた[4]。そのために

は、活動の対象となる相手や、ともに活動す

るパートナーを新たに見つけ出す必要があっ

た。その手がかりを求めて、天文学や教育、

普及とは異なる文脈の人たちとのコミュニケ

ーションを盛んにしていたのである[5]。その

ような流れの中で、新たに私たちが見つけ出

したパートナーのひとつが「母親」だった。 

 私たちが活動を行っていた武蔵野地域は、

全国的に見ても市民活動の盛んな地域のひと

つである。特に子育て支援系の活動は盛んで、

その先進性から、全国的にもモデル地区とし

て認知されている（例えば[6]など）。そうい

った活動同士の情報交換や相互交流を目的と

したネットワークも構築されていた（NPO 法

人子育てコンビニの主催する「あつまろ！ね

っと」[7]など）。地域の力を活かした天文学

普及モデルの構築に興味を持っていた私たち

はそれに注目し、そのネットワークが主催す

る集会に参加してみたのである。母親以上の
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年齢層を中心とする女性が中心を占める子育

て支援や学校教育支援などの諸団体が集まる

中で、天文学というコンテンツを持った大学

院生（当時）の私たちは非常に浮いた存在で

あったが、それが功を奏して、多くの団体と

交流を持つことになった。その中のひとつが、

三鷹市立第四小学校で活動を行う NPO 法人

「夢育支援ネットワーク」であった。 

 夢育支援ネットワークは 2000 年に立ち上

がった団体で、「子どもたちに、より楽しく充

実した学校生活を送ってほしい、という思い

をもった地域・保護者による“学習支援ボラ

ンティア”のグループ」[8]である。三鷹市立

第四小学校の保護者や関係者らが中心となっ

て組織されており、日頃の授業のサポートや

放課後・週末のクラブ活動（「きらめきクラブ」）

の運営を行っている。この夢育支援ネットワ

ークのメンバーとして「あつまろ！ねっと」

の主催する集会に参加していた伊藤礼子氏が、

私たちに声を掛けてくれたのである。2006

年 1 月のことであった。 

 ここから先はとんとん拍子に話が進んだ。

私たちは伊藤氏と小学校で活動をしてみたい

ことを相談し、どのような形で実施すれば良

いか協議を重ねた。実社会での経験が乏しい

私たちであったが、経験豊富な伊藤氏が関係

各所との調整を一手に引き受けて下さり、早

くも 2006 年 4 月 27 日には小学校で天体観望

会を実施するに到ったのである。これは、部

員集めも兼ねた全校生徒向けの天体観望会で

あったが、幸いな事に好評を博し、翌月から

正式な部活動として無事にスタートすること

ができたのである（第 1 回開催日は 2006 年

5 月 28 日）。 

 

2.3 運営体制 

 アストロクラブの運営は、天プラ内のワー

キンググループのひとつである地域活動ワー 

 
図 2 アストロクラブのロゴマーク 

こんな雰囲気で活動ははじまった。 

 

キンググループと、保護者から選ばれた世話

役の協力によって成り立っている。天プラの

役割は、毎月の活動の内容と指導にあたる運

営スタッフを手配することである。一方、世

話役の役割は、教室の確保や部員への連絡な

ど、部活の実施にあたって必要となる実務を

担当することである。この両者に加え、アス

トロクラブを部活動として管理する上位組織

として「きらめきクラブ」があるが、そこと

の窓口は全て世話役が担当しており、天プラ

は基本的にノータッチである。 

 天プラの地域活動ワーキンググループには

20～30 名程度が登録しているが、毎回の活動

には、この中から 5～10 名程度が運営スタッ

フとして参加している。その内訳は、天文学

を専門とする者、星空案内人の講座参加者[9]、

大学生・大学院生などであり、20～30 代を中

心としつつも比較的広い世代にわたっている。

一方、世話役は部員の保護者から毎年 3～4

名が選ばれ務めている。天プラ側の運営スタ

ッフよりも少し上の世代が中心となっている。

さらに、中学生、高校生からなるアストロク

ラブの卒業生たちが、活動のサポーターとし

て参加している。 

 天プラと世話役の間では定期的な顔合わせ

等は行われておらず、基本的にメールでやり
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とりが行われている。天プラ内での打ち合わ

せもオンラインでのみ行われており、唯一、

活動終了後に夕食会を兼ねた反省会時にのみ

顔を合わせての議論が行われている。そのよ

うな意味で、負担が比較的軽い運営体制であ

ると言えるだろう。 

 活動は基本的にボランティアで行われてお

り、スタッフには謝金は支払われていない。

きらめきクラブからは安全管理費として年間

3 万円程度が支給されており、これが活動に

必要なものを購入する原資に充てられている。

それでも不足する場合には、天プラから資金

を供給している。 

 

2.4 活動の方針 

 アストロクラブは、対話的要素を重視した

活動である。対話を促進させるための基本は、

(1)自分が面白いと感じていることを発信す

ること、(2)相手が面白いと感じていることを

汲み取ること、そして(3)両者の接点を探して

いくことの 3 点であると考え、それを活動の

基本的な方針としている。 

 アストロクラブは主に小学生を対象とする

活動ではあるが、学校側とプログラムの内容

においては連携をしていない。そのため、指

導要領に縛られることなく、自由に内容を組

み立てることができる。活動で取り上げるテ

ーマは、仮にそれが一般的には小学生には難

しいと思われていても、自分がもっとも面白

いと思うものを選ぶようにしている。 

 しかし、運営スタッフが面白いと思ったか

らといって、参加者らがそのテーマを面白い

と思うかどうかは別問題である。相手の立場

から、どのようにこのテーマが見えているの

かを知る努力をすることは、一方通行の情報

発信にならないためには重要である。それに

よって、自分の気がつかなかった見え方を見

つけられることも多い。 

 相手からの見え方がわかれば、自分の興味

関心と相手の興味関心がどのように繋げられ

るのかが見えてくることもある。その繋げ方

は、すでに使い古されたものかも知れないし、

全く新しいものかもしれない。いずれにせよ、

そのような経路によってつながることが、「知

の体系への接続」において重要なことである

と認識しているのである。 

 これを実践する上で鍵となるのは「子ども

を子ども扱いしない」ことである。子どもだ

からこの概念は難しいだろう、子どもだから

この用語は使うのを避けるべきだろう、とい

った類いの思い込みをできるだけ排除して、

相手との対話を試みるのである。使ってみて

問題があれば、その時に初めて対処すれば良

く、事前に相手を想定しすぎないことを注意

している。自分の経験や思考の枠の限界を意

識して、相手の経験や思考が自分の枠組みの

中に染み込んでくる余地を残すことで、相手

との対話をスムーズに進めるようにしている。 

 

2.5 活動の参加者 

 アストロクラブの活動に参加しているのは、

部員、その保護者、そして運営スタッフであ

る。全員を合わせれば、毎回 60 名程度が活

動に参加している。 

 

 
図 3 活動のようす 

学校での活動のひとこま。運営スタッフだけで

なく、保護者も一緒にまざって活動する。 
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 部員は、基本的には三鷹市立第四小学校の

在校生である（校外からも、参加希望があれ

ば受け入れている）。特に学年の指定はなく、

全学年を受け入れている。 

 保護者も、アストロクラブの重要な参加者

である。夜間の活動のためアストロクラブの

参加には保護者の送り迎えを必須の要件とし

ているが、保護者の活動への参加も奨励して

おり、ほとんどの保護者が参加している。 

 

 
図 4 天体収集帖の一部 

スピカで見ることが可能な代表的な天体を網

羅したスタンプ帳で、部員に配布している。 

 

2.6 学校での活動 

 アストロクラブの 1 年は毎年 6 月頃に始ま

り、翌年 3 月に終わるのが基本である。その

間は月に 1 回のペースで、年間では 9～10 回

の活動を行っている。後述する学外での活動

を除けば、活動場所は学校内である（図 3）。

日曜日に活動を行っており、月齢に合わせて

月が見える日を選ぶことが多いが、学校や運

営スタッフの都合が優先されて開催日が決定

されている。1 回の活動は 90 分間で、日没に

合わせて夏季は 18 時半から、冬期は 17 時半

から活動を行っている。晴天時には屋外での

活動を中心に、曇天・雨天時には屋内での活

動のみを行っている。参考のために、2009

年度の活動の記録を付録に掲載した。 

 

（1）屋外プログラム 

 アストロクラブの活動の特徴は、部員は全

員が手作りの天体望遠鏡（オルビィス社のコ

ルキットスピカ[10]）を持っていることだろ

う。晴天時の屋外での活動では、この天体望

遠鏡を使っての観察が中心となっている。具

体的には、最初に室内でその日の夜に見える

天体についてレクチャーした後に、学校屋上

へ移動して、その天体を肉眼で探し、自ら天

体望遠鏡を操って導入し、観察するのである。

また、スタッフが持ち込む屈折式・反射式望

遠鏡でもスピカでは観察が難しい天体を導入

し、観察させている。観察した天体について

は、部員全員に配布されている「天体収集帖」

（図 4）というスタンプ帳にハンコを押し、

観察した記録としている。時間いっぱいさま

ざまな天体を観察した後に再び室内に戻り、

その日の感想を「調査報告書」に書いて活動

の終了となる。 

 

（2）屋内プログラム 

 曇天や荒天により星空が見えない日にも、

部活を中止にはせず、屋内での活動を行って

いる。屋内で行うプログラムは多種多様であ

るが、工作系のワークショップや、星図など

ワークシートを使ってのお話をすることが多

い。工作では、天球儀、星座早見盤、分光器

などを作っている。一方、座学では初学者に

は国立天文台のウェブサイトより入手可能で
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ある星図（各月ごとの星空イラスト）を、一

般の部員向けには滝敏美氏が公開している滝

星図（6.5 等）[11]を教材に使い、国立天文台

の開発した 4 次元デジタル宇宙ビューワ

Mitaka[12]も用いながら、各季節の星空やそ

の仕組みについて学びを深めている。 

 

2.7 特別な活動 

 学校で行う日常的な活動に加え、最近では

8 月と 12 月に校外へ出かけて施設見学を行

っている。また、アストロクラブ外部の専門

家や組織の協力を得て、ふだんと異なる切り

口の活動に取り組むこともある。 

 

（1）施設見学会 

 基本的に 8 月には国立天文台三鷹キャンパ

スの見学会、12 月には東京近郊の科学館やプ

ラネタリウムなどの施設見学会を行っている。

国立天文台の見学会では、アストロクラブの

スタッフが公開施設の案内を行う他、タイミ

ングがあえば、各研究分野の専門家から説明

を受けるなど、アストロクラブならではの見

学会になるよう工夫を行っている。施設見学

では、可能な限り訪問先の職員に対応しても

らえるように調整を行っている。国立極地研

究所など、天文学からは少し離れた分野の研

究施設でも、科学的なものの見方や考え方を

養うという観点から訪問先として選んでいる。 

 

（2）特別イベント 

 2007 年 3 月には、ハワイ観測所に出張中

の運営スタッフと中継をつないですばる望遠

鏡の話などについて遠隔授業を行った。2009

年 9 月には、三鷹市立第四小学校に在籍して

いたことのある海部宣男元国立天文台台長を

お招きし、講演をしていただいた。2011 年 8

月には、卒業生の中高生を対象に大学教養レ

ベルの天文学の連続講座を行った。2012 年 5

月には、NPO 法人自然体験活動支援センター

の協力を得て学校校庭でのキャンプ体験活動

を行った。 

 

 
図 5 特別イベントのようす 

海部宣男元国立天文台台長が活動に参加した

回の様子。部員にとっては母校の大先輩と同じ

目線で対話できる、貴重な機会だ。 

 

3.活動データ 

 アストロクラブの活動を読み解く上で参考

となると考えられるデータを以下にまとめる。

なお、毎回の活動後に全部員に書かせている

その日の活動をまとめた「調査報告書」があ

るが、そのデータについては本稿では分析の

対象としない。 

 

3.1 部員の年齢・性別 

 2006 年度から 2014 年度までにアストロク

ラブの活動に参加した部員の総数は、180 名

である。うち、男子は 87 名、女性は 93 名で

ある。約 7 割が兄弟姉妹で参加している。複

数年度在籍している部員も多く、年度毎に数

えたのべ部員数は 373 名で、年度毎の在籍部

員数の平均は 41.4 名である。 

 表 1 は、年度別に、学年毎の部員数をまと

めたものである。2 年生、3 年生を中心に各

学年から参加していることがわかる（なお、

6 年生で部員数が少ないことの主要な原因は、

中学校受験のためである）。 
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表 1 部員の年齢・性別 

 

2006 年度から 2014 年度にかけての部員の学年分布。括弧内は男子部員数、女子部員数を示す。 

 

 三鷹市立第四小学校全体の在籍児童数は毎

年 400 名強で安定しており、平均すれば 1 学

年に 70 名程度の児童が在籍している。その

うちの 3 割にあたる約 20 名は、アストロク

ラブに参加した経験のある児童ということに

なる。 

 

3.2 活動の継続率 

 図 6 は、アストロクラブに在籍した通算の

年数を示したものである。入学時にすでにア

ストロクラブが存在し、2014 年度に 6 年生

となった 2006年度から 2009年度までの部員

78 名を対象に調べている。3 割強が 1 年間の

みの在籍ではあるが、2 割強の児童が 4 年間

を超えて継続している。 

 

図 6 アストロクラブでの通算在籍年数 

2006年度から 2009年度までの部員計 78名を対

象に調査を行っている。 

 表 2 は 2006 年度から 2014 年度までの部員

180 名を対象に、進級時の継続率と新規加入

率をまとめたものである。継続率は学年が上

がるにつれて低下していくが、5 年生から 6

年生にかけての進級時でも半数の部員が継続

して参加している。新規加入率も学年が上が

るごとに低下しており、下級生ほどアストロ

クラブに新規参加する率が高いことがわかる。 

 

表 2 活動の継続率・新規加入率 

 

学年別に見た活動の継続率と加入率。学年が上

がる際に、前年度の部員が継続して在籍する割

合が継続率、新年度の部員に新入部員が占める

割合が新規加入率である。 

 

3.3 運営スタッフの多様性 

 これまでにアストロクラブの活動に参加し

た運営スタッフののべ人数は、41 名である。

そのうち男性は 16 名、女性は 25 名である。

下は 10 代から上は 60 代まで幅は広いが、平

均してみれば平均年齢は 30 代である。学部

あるいは大学院で天文学を専攻していた/し
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ている運営スタッフは 24 名と半分以上を占

める。その多くは同じ三鷹市にある国立天文

台に籍を置いていた/置いている学生である。

一方、星のソムリエ（星空案内人）の資格を

持つ運営スタッフも 10 名いる（うち 1 名が

天文学を専攻していたスタッフと重複）。いず

れにも属さない運営スタッフも 7 名いるが、

大学の天文サークルに所属している者や教育

学を専攻とする者、工作やコミュニケーショ

ンを得意とする者などである。 

 

3.4 対外的な波及 

 これまで、アストロクラブの活動について

は 2 回報告を行っている。2009 年 8 月に天

文教育普及研究会の年会で、2010 年 3 月に

は日本天文学会の春季年会でそれぞれ発表を

行っている。 

 視察の受け入れについても、学校あるいは

きらめきクラブとして問題がない場合は、積

極的に受入を行っている。前述の 2009 年の

天文教育普及研究会の年会では、年会参加者

の視察先としても活動を開放し、実際に見て

もらった。2010 年 2 月には、内閣府の主催

する「新しい公共」円卓会議の一環として三

鷹市立第四小学校が視察対象に選ばれ、鳩山

由紀夫内閣総理大臣、菅直人副総理など 7 名

の閣僚が学校を訪問し、アストロクラブも含

むきらめきクラブの活動群を視察していった。

他にも、三鷹ネットワーク大学が主催してい

る星空案内人養成講座の修了生や在学生によ

る視察や、天文系のワークショップや教室開

催に関心ある個人や団体の見学についても、

活動に支障がない限り受け入れている。 

 取材についても同様に受け入れを行ってい

る。2007 年 9 月には日本電信電話公社の広

報誌である「365°」の取材を、2009 年 10 月

には科学技術振興機構のネット番組「サイエ

ンスチャンネル」の取材を受けている。また、

海部宣男氏にアストロクラブでの活動の経験

を「日本教育」誌[13]のコラムに書いていた

だいた。 

 

4. 議論 

 本章では、アストロクラブは天プラが掲げ

る「知の循環」という文脈においてどのよう

な意義を持つのか、ここまでに示した考え方

やデータを元に論じてみたい。なお、アスト

ロクラブの活動が部員らにとってどのような

気づきや学びをもたらしたのかについては、

稿を改めて議論するため本稿では触れない。 

 

4.1 典型的な参加パターン 

 まず議論の前提として、3 章で示したデー

タに基づきつつ、私たちが認識している典型

的なアストロクラブへの参加パターンを示す。 
 

 大部分が 1 年生から 4 年生のうちに入部。

天体望遠鏡を作り、それを使った観察方法

の基礎を学び、季節毎にさまざまな星や星

座、天文現象に親しむ。夏には地元にある

国立天文台にも見学に訪れ、天文学という

世界がある事を知る。アストロクラブに長

く在籍する星博士のような上級生にも囲ま

れ、宇宙に関心があることが当たり前の環

境に慣れる。難しい話が消化しきれなくて

も、一緒に参加している父・母がフォロー

してくれるし、次回の活動の時に運営スタ

ッフの先生に質問することができる。学校

で習わないこともいろいろ教えてくれるけ

ど、どんどん質問をしていくと、先生も答

えに詰まることがある。そういった質問が

できると、先生は誉めてくれるし、自分と

しても満足感を覚える。3 割程度の部員は 1

年間しか在籍しないが、2 割程度の部員は 4

年間以上在籍し、どっぷりとアストロクラ

ブのある生活に漬かっていく。そのような

部員は卒業後も、クラブサポーターの中学

生・高校生として後輩部員の面倒を見るよ

うになる。 
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 これを踏まえ、以下の議論を進めていく。 

 

4.2 置くアプローチとしての評価 

最初に、アストロクラブが「置くアプロー

チ」として有効に機能しているかどうか、考

えてみたい。「置くアプローチ」とは、[3]で

も述べたように、自ら積極的に天文分野の知

に触れようとはしないが、そこにあれば楽し

みたいという人を対象とした活動全般を指す。

例えば、同じ市内にある国立天文台三鷹キャ

ンパスで行われている子ども向けの天文教室

にまでは出かけないが、自分の学校で行われ

ている活動なら参加しても良いと思っている

子どもの受け皿として、アストロクラブが機

能しているかどうか、である。これについて

は、毎年夏に行われる国立天文台三鷹キャン

パスの見学会の際に訪問した経験の有無を聞

いており、そのほとんどが（アストロクラブ

以外での）訪問は初めてであると答えること

から、狙い通りの参加者層を取り込めている

と言えるだろう。卒業生を対象とした聞き取

り調査では、中学校に進んでからの部活動と

して天文部や地学部、物理部などを選んだ児

童はほとんどいない。そもそもそのような部

活がある学校が限られているという事情もあ

るが、天文学や宇宙に強い関心を持ちつつも、

それのみに関心があるわけではない児童が集

まっているのである。そのような児童らに対

して、アストロクラブは最先端の天文学の知

に触れられる場所を提供していると言えるだ

ろう。 

 この「置くアプローチ」の持続性も、評価

の対象となるだろう。ともに地域の住民であ

る保護者と専門家の連携を中心に活動の枠組

みが支えられ、そこに児童らが毎年コンスタ

ントに参加することで、9 年間にわたって活

動が継続されてきていることは、地域の力を

活かした天文学の普及活動のあり方として一

定の成功を収めていると言えるだろう。また、

活動開始から 9 年間が経過したことによって、

活動初期に部員だった小学生が高校生・大学

生になり始めている。その中にはクラブのサ

ポーターとして毎回の活動を手伝ってくれる

者も出始めており、運営スタッフの自家供給

が始まりつつある。今後、より長期の活動と

なっていくためには、このような循環が回り

始めたことは評価できる点であろう。 

 活動のデザインについても、アストロクラ

ブはユニークであると言える。小学生を対象

とした天文部活動のある小学校は、全国的に

見てもほとんど存在していない。学校内での

夜間活動の難しさや指導にあたることができ

る教員の不足などが、その原因として考えら

れる。アストロクラブでは、前者については

学校教員の責任の下ではなく、保護者を中心

とした NPO 法人の責任の下で学校施設を利

用することで、後者については転勤のある教

師ではなく、地域に住む専門家が中心となっ

て指導にあたることで、問題をクリアしてい

る（宇宙少年団の活動のあり方は、アストロ

クラブに近い）。一方、科学館やプラネタリウ

ム、公開天文台など学校外の施設では、小学

生を対象とした部活動を行っているところも

少なくない。しかしながら、そのほとんどは

（学校で星や宇宙について学ぶ）高学年を対

象としたものである。それに対して、アスト

ロクラブでは比重としては 4 年生以下の児童

が多いことに特徴があり、新しい領域を開拓

しつつあると言えるだろう。 

 

4.3 専門分野の構造化へのフィードバック 

 次に、アストロクラブが「専門分野の構造

化」に対してフィードバックする場として機

能しているかどうか、考えてみたい。「専門分

野の構造化」とは、[3]でも述べたように、天

文分野内の構造化と天文分野外との統合化を

指す。例えば、最先端の天文学の成果を体系

化し、本質を損なわないような形で、平易な
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日本語で表現することがそれにあたる。平易

な日本語とは、すなわち、日常生活で使われ

ている言葉である。日常的に使われる言葉と

は、具体的なものに関連づけられたイメージ

を伴う言葉であると言っても良い。現代天文

学が対象とする抽象的な宇宙の姿を、実感の

伴う具体的な世界に結びつける場として、ア

ストロクラブは機能しているのだろうか。 

 アストロクラブの場の設計としては、その

ような目的が達成できるよう対話的要素を重

視した組み立てとなっているのは、2 章で示

した通りである。アストロクラブを構成する

部員、保護者、運営スタッフもそれぞれ多様

性が確保されており、さまざまな興味関心を

持つ人間をつなぐことができる場としてアス

トロクラブが設計通りに機能しているとは言

えるであろう。本稿では分析の対象から外し

ているが、毎回の活動終了後に回収している

調査報告書からは、部員らが天文学に関する

新しい知識や考え方を得て、それを自分の言

葉で表現していることが読み取れる。一方で、

運営スタッフ側である天プラでは、アストロ

クラブでの経験を踏まえて宇宙図[14]や執筆

記事、書籍などの一般向けコンテンツを作成

したり、大人向けの講演会の内容の組み立て

を行っており、実際にアストロクラブの場が

天プラの進める「専門分野の構造化」におい

て大きな役割のひとつになっていることは間

違いないと言えるだろう。 

 

5. まとめと展望 

 アストロクラブは、2006 年に開始された小

学生向けの天文部活動である。天プラが掲げ

る知の循環図では、主に「知の体系への接続」

という中課題設定の下の、「置くアプローチ」

に分類される。1 年生から 4 年生を中心に毎

年およそ 40 名の部員が参加しており、2014

年度までの 9 年間に 180 名の参加者があった。

2 割程度の部員に関しては 4 年以上継続して

参加しており、卒業生の中にはクラブサポー

ターとして活動を支える者も出始めている。

啓蒙的要素だけでなく、対話を通じて知を構

築していく方法論も重視しており、双方向性

を意識した活動の組み立てをおこなっている。

実際に、アストロクラブでの経験を活かした

教材開発も行われており、知の循環モデルを

構成する要素として機能していると言える。 

 2015 年度には初めて、アストロクラブを卒

業した大学生が運営側のスタッフとして活動

に参加した。今後、このようなケースは年を

追う毎に増えていくことが予想される。活動

の持続性を担保するには、アストロクラブを

卒業した中学生や高校生を対象とした活動も、

アストロクラブを支えるサブシステムとして

設計していく必要があるだろう。 

 

 

付録：1 年間の活動例 

具体的にどんな 1 年間を過ごしているのか、

2009 年度の活動事例を紹介する。 

 

2009 年 6 月 7 日（日） 第 1 回活動  

＠三鷹市立第四小学校（18:30-20:00） 

今年度の活動で使用するコルキット・スピ

カの組み立てを行った。低学年の児童も多い

ので、無事に組み立てられるか、安全にハサ

ミなどを使用できるかを心配したが、スタッ

フだけでなく保護者の協力もあって無事にみ

な完成させることができた。残念ながら天気

は悪かったため、完成した望遠鏡を使っての

観測はお預けとなったが、教室内でピントの

合わせ方や三脚の使い方などについてレクチ

ャーを行った。 
 

2009 年 7 月 5 日（日） 第 2 回活動 

＠三鷹市立第四小学校（18:30-20:00） 

前回作成した望遠鏡を使って月の観測を行

った。望遠鏡のピント合わせや三脚の使い方
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を復習した後、実際に月の導入に挑戦してみ

た。この日の感想文には、月を見た感動を記

す児童が多かった。 
 

2009 年 8 月 23 日（日） 第 3 回活動 

＠国立天文台三鷹キャンパス（13:00-16:00） 

国立天文台三鷹キャンパスの見学会を行っ

た。台内の一般公開施設の見学に加え、4 次

元デジタル宇宙シアターを見学。三鷹キャン

パスの見学は毎年恒例の事業として行ってい

るため、天文台初心者とリピーターの２グル

ープに分けて対応した。 
 

2009 年 9 月 27 日（日） 第 4 回活動 

＠三鷹市立第四小学校（18:30-20:00） 

特別ゲストに海部宣男元国立天文台台長を

お招きして特別講演を行った。四小の出身者

でもある海部氏（小学生の頃、一時在籍して

いたそうだ）とのやりとりは、児童らにとっ

てたいへん刺激的だった模様だ。「ガリレオは

正しいことを言ったのに、どうして宗教はそ

れを邪魔したんですか」という質問は秀逸だ

った。 
 

2009 年 10 月 25 日（日） 第 5 回活動 

＠三鷹市立第四小学校（17:30-19:00） 

天候に恵まれなかったため、室内で天球儀

のペーパークラフトの作成を行った。この回

では、活動を紹介するために「サイエンスチ

ャンネル」の取材が入り、いつもとは違った

雰囲気での活動となった。 

 

2009 年 11 月 29 日（日） 第 6 回活動 

＠三鷹市立第四小学校（17:30-19:00） 

やはり天候に恵まれなかったため、滝星図

を利用して秋の星や星座について学んだ。 

 

2009 年 12 月 28 日（日） 第 7 回活動 

＠JAXA 相模原キャンパス（8:30-16:00） 

本年度 2 回目の校外見学として JAXA 相模

原キャンパスおよび相模原市立科学館の見学

を行った。運営スタッフの亀谷が JAXA の研

究員であるため、スムーズに見学先を手配す

ることができた。通常公開されているエリア

に加え、ロケットの組み立て工場や実験設備

などを見学させていただいた。 

 

2010 年 1 月 31 日（日） 第 8 回活動 

＠三鷹市立第四小学校（17:30-19:00） 

第 6 回に引き続き天候に恵まれなかったた

め、教室内で火星についてさまざまな話をし

た。2009 年度は天候に恵まれず、これで第 2

回目の活動以来、ずっと観察ができていない

ことになる。 

 

2010 年 2 月 20 日（土） 臨時活動 

＠三鷹市立第四小学校（10:00-11:30） 

三鷹市立第四小学校のコミュニティスクー

ルとしての取組を視察するため、鳩山由紀夫

首相、菅直人副首相、仙石由人大臣、鈴木寛

参議院議員他、都議、市議らが来校したのに

合わせ、アストロクラブも臨時の活動を行っ

た。鳩山首相も活動を視察し、児童らと交流

した。 

 

2010 年 2 月 28 日（日） 第 9 回活動 

＠三鷹市立第四小学校（17:30-19:00） 

久々に天候に恵まれ、屋上で冬の星や惑星、

月の観察を行った。アストロクラブの活動で

望遠鏡を使用するのも久々だったため、まず

は望遠鏡の使い方の復習から行った。 

 

謝 辞 

 アストロクラブの活動は多くの人や組織の

協力によって支えられてきた。きらめきクラ

ブの伊藤礼子氏、森本かおり氏、国立天文台

の関久美氏、アストロクラブの村中美由紀氏、

増田秀子氏、田澤寿絵氏、辻口りか氏、小山

信子氏、高道しのぶ氏をはじめとする保護者
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の皆さんの協力がなくては活動は成立しなか

った。ここに深い感謝の意を表したい。活動

に必要な天体望遠鏡やパソコン、プロジェク

ターなどの機材は、東京大学大学院理学系研

究科、素粒子物理国際研究センター並びに財

団法人平成基礎科学財団が主催した第 1 回

「楽しむ科学コンクール」で入賞した際の賞

金で購入させていただいた。2009 年度の活動

については、国立研究開発法人科学技術振興

機構が推進する地域の科学舎推進事業：地域

活動支援（草の根型）の助成を受けた。国立

天文台をはじめ、施設見学に快く対応して下

さった研究機関や施設の皆さんにも御礼を申

し上げたい。その他、運営スタッフをはじめ、

さまざまな形で協力して下さった皆さんに感

謝の意を表して、本稿の終わりとしたい。 
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